
新世紀第2次長期経営計画「挑戦指標」に対する最終実績�

地球温暖化ガス（CO2）排出量削減結果（平成16年4月～平成19年3月）�

用語説明�【ROE】（リターン・オン・エクイティー：株主資本利益率）�
　　　　　 自己資本に対してどの程度効率的に利益をあげたかを示す指標　※当期純利益÷自己資本の期中平均（期首・期末の平均）�

　　　　【OHR】（オーバー・ヘッド・レシオ：業務粗利益経費率）�
　　　　　 一定の利益を上げるためにどれだけの経費がかかったかを示す指標　※経費÷業務粗利益�
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「新世紀第2次長期経営計画」の実績�

3つのＣ＋ＣＳＲの実践�
～さらなるＣＳＲ経営の充実をめざして～�

　新世紀第3次長期経営計画（平成19年4月～

平成22年3月）は、「自己責任原則に基づく独自

経営」の確立に向けた取り組みの集大成として、

「地域社会との共存共栄」の理念を貫徹するた

めに、「リスク管理の高度化による企業価値の

向上」をメインテーマに掲げました。�

　とくに「ＣＳＲ」の実践では、前長期経営計画に

引き続き、「地球温暖化ガス（ＣＯ2）排出量6％

削減（2006年度比）」に取り組むとともに、さらな

るＣＳＲ経営の充実を図ってまいります。�

　当行は、「ビジネスモデルの変革による収益力の

強化」をメインテーマとした、新世紀第2次長期経営

計画（平成16年4月～平成19年3月）において、行

動指針として「ＣＳＲの追求」を盛り込み、挑戦指

標に「地球温暖化ガス（ＣＯ2）排出量6％削減（2000

年度比）」を掲げ、取り組んでまいりました。�

　具体的には、①省エネ活動による電力使用量

削減②お客さまが取り組まれる環境保全活動への

金融面（本業）での支援③植樹活動によるＣＯ2吸

収④自社車輌の環境対応車への切り替えなどに

積極的に努めてきた結果、平成19年3月末最終実

績では、ＣＯ2排出量を9.94％削減し、目標を達成

しました。�

「新世紀第3次長期経営計画」がスタート�
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〈平成19年3月期〉目標� 実績�

省エネ活動�

本業を通じたCO2の削減�

植樹活動�

自社車輌の環境対応車への切替�

電力使用量の削減�

エコプラン（環境対応車の購入）の実行�

行員による植樹�
「しがぎん森づくりの集い」の開催�
環境対応車への切替�

項目� 削減計画�CO2削減量�合計� 取り組み内容� 累計実績�

「3つのブランド戦略」ロゴを新たに作成�
　当行は、地域の皆さまとの「共存共栄」をめざし、「知

恵と親切のしがぎん」「アジアに強いしがぎん」「ＣＳＲ（企

業の社会的責任）のしがぎん」の3

つのブランド戦略を積極的に展開す

るため、新しくロゴマークを作成しました。�

　デザインは、滋賀県のシンボルで

ある琵琶湖をイメージしています。�

地球温暖化ガス（ＣＯ2）排出量9.94％削減�

合計�
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※CO2換算係数は、「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令」による。�

知恵と親切の�
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アジアに強い�
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CSRのしがぎん�

リスク管理の高度化による企業価値の向上� 計画期間：平成19年4月～平成22年3月（3年間）�

目指すべき姿�

メインテーマ�

地域社会との『共存共栄』の貫徹�

基本戦略�

営業戦略�

グループ力の結集による　3つのC+CSR�
（Consolidation,Credit Risk,Cost Control+CSR）の実践�

商品・サービスの向上、合理的かつ積極的なリスクテイク（Consolidation）�
信用リスク管理の高度化（Credit Risk）�
生産性の向上（Cost Control）�
環境・社会に対する取り組みの充実とコーポレートガバナンスの整備（CSR）�

資産の質を重視し、3つのブランド戦略を柱とした展開�

連結ROE…5％以上�
連結自己資本比率…11％程度�
連結Tier1比率…9％以上�
単体OHR…60％以下�
CO2排出量…6％削減（2006年度比較）�

挑戦指標�




